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平成２２年度年間テーマ 『挑戦！釧路』

◆平成 ２２年 １１月 例会報告 【執行部担当例会】
題 目 「 地域社会における地方新聞の役割 」
講 師 株式会社釧路新聞社 代表取締役社長 春日井 茂様
開催日時 平成２２年１１月１０日（水曜日） 午後 ６時３０分～
開催場所 釧路キャッスルホテル １階 海の間
出 席 者 第一部会 ６名 第二部会 １０名 第三部会 ５名 第四部会 ７名

合計出席者数 ２８名（全４６名） 出席率 ６０.８７％

◆◆◆◆◆例会報告◆◆◆◆◆◆

『会長挨拶』
今年も後残すところ二ヶ月を切りました。年間テーマ「挑戦釧

路」を掲げ、皆様と共に勉強してまいりました。各部会例会の素
晴らしい発表内容に感激した一年間でありました。

さて、外交内政ともに様々な問題を抱え、ニュースには事欠か
ない昨今の日本です。こんな中で今日は、釧路新聞社の春日井社
長をお招きし、地方新聞の役割や今年のテーマである『おこせ！
地域の風』に対する思いなどをご講演いただきます。

『例会内容』株式会社釧路新聞社 代表取締役社長 春日井 茂様講演

私も釧路新聞社に入社して１０年目ということで、一つの区切
りとして考えました。その１０年間をお話しすると共に前職の２
６年間お世話になった国税のことも少しお話ししようと思います。

●国税から新聞社●
私の前職は国税局でした。国税の中でも大企業などの調査を行

う調査部に在籍し、調査した企業数は１０００、業種は８０にも
登ります。私が国税局に入局して先輩から言われて印象に残った
言葉は「国税の職場はテイクだけの職場である」です。商売はギブ＆テイク、役所はギブの
職場であり、国税はかなり特殊な職場でありました。長く勤めて参りましたが、次第にその
閉鎖性に疑問を感じていたところ、妻が釧路新聞社の創業者の次女ということもあり釧路新
聞社に転身いたしました。

●日本の新聞社の特徴と現状●
新聞には全国紙（読売等）、県紙（道新等）、地方紙（釧新等）

などがあります。
釧路でのシェアは北海道新聞が 4 万、釧路新聞が 2 万、朝日が

1500、読売が 1200 となり、寡占性の高い業種であります。

日本の新聞の特徴である宅配についてですが、宅配率は平成２
１年の統計では 94.7%、世界では日本に次いで高いのが韓国の
90.8%、アメリカは 74%。一番低いのはイタリアの 0.6%。その他
の国では宅配率が 50%ぐらいの国が多く、日本や韓国は世界的にみて非常に珍しい国とな
ります。

日本では年間発行部数は約 5000 万部。一戸あたりの平均購読部数が 0.95 部、群馬県が一
番多くで 1.17 部、北海道は 0.81 部と下から三番目の少なさ。人口あたり（成人 1000 人あた
り）では、日本は 613 人。アイスランドが世界一で 817 人、スイスが 627 人。アメリカが 211
人。世界の中でも日本はかなり多くの人が新聞を購読しています。

今マスメディアは大きく変貌しています。インターネットの普及と携帯電話などの新しい
メディアの出現により、新聞はかなり苦戦を強いられています。



これを如実に表しているのが広告収入の減少です。2004 年の新
聞の広告収入は一兆円を超えていましたが、2009 年度には新聞が
6700 億円、雑誌が 3000 億円、ラジオが 1300 億円 テレビが一兆
七千億円、そしてインターネットが 7000 億円。この４～５年で３
０００億がインターネット広告に流れたことになります。

●入社時の現状と経営課題●
私の入社時は、社員の平均年齢が高く、低い営業利益率、帯広

に進出した時の不良債権、電子写植への対応、社内の人事の流動性が低い問題など山積して
いました。これらを改善し、平均年齢が 41.6 歳に改善。営業利益率も 3.5%％に改善。最新
の電子写植ソフトの導入。幹部社員の移動などにより垣根を取り除き、結果安定した利益を
出せる会社になることが出来ました。

今後の経営課題として社員力の向上を目指し、給与制度の改革、３Ｓ運動、ＣＳＲ（社会
貢献）、後継者の育成などに取り組んでいます。

●地域社会の現状●
少子高齢化によって、人口減少、高年齢化、核家族化が急速

に進んでいます。昭和３０年一世帯あたり 5.25 人だったのが
平成２１年には 1.98 人と半分以下と世帯人数が激減、支え合
う家族の減少に加えて自治体の財政危機、町内会の加入率の減
少などにより、それまでつないできた、自治体や民間の組織が
機能せず、無縁社会化してきています。その対策としてＮＰＯ
法人などのボランティア活動が近年増えてきていますが、小さ
な地域での活動であり、大きな潮流になっていないと思われま
す。このような状況を踏まえ、私たちマスコミは、その活動を紙面で紹介することにより、
バラバラな活動の接着剤となり得ると考えています。

●地方新聞の役割●
その他の活動として、主催事業、共催事業が年５２件、講演事業が月に４０～５０件あり、

講演事業とは、主にその市民の活動を記事にしてお知らせすることです。紙面には限りがあ
りますが、どんどん募集しています。他に財団法人釧新教育芸術振興基金として、教育活動
賞、釧新奨学賞、釧新図書、芸術賞などを行っています。

●年間キャンペーンについて●
今年は「おこせ地域の風 自慢しようわがふるさと」と題し、地元は住みやすい良いとこ

ろだと再認識しようと考えました。はじめに二市八町一村の子ども達に、自分の住んでいる
街は好きですか？ずっと住みたいですか？自慢する物があったら教えてください、とアンケ
ートし発表したところ、自治体から非常に反響がありました。その反響から各自治体を取材
して「ふるさと新聞」を作りました。

私ども地方紙は地域が無くては発展できません、皆様方と共に歩んで行きたいと思います。

最後に質疑応答が行われ、活発な質問に丁寧にお答え頂きました。

『事務局連絡』
５０周年記念事業委員会設立のための会長会を１１月４日に開催しま

した。実行委員長に伊東良孝会員 副委員長に草島守之会員、事務局長
に木内慎太郎会員、式典委員長に畑 稔会員、記念誌委員長に本間英俊
会員が選ばれました。

◆部会活動報告（予定）◆
第一部会 １２月２２日水曜日 忘年会 第二部会 １２月１１日土曜日 忘年会
第三部会 未定 第四部会 １２月１０日金曜日 忘年会

◆事務局連絡◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
１．.坂本会員のご令嬢が結婚されましたので会よりお祝いを出させて頂きました。
２．やむおえず例会欠席予定を変更される方は部会長か事務局長への連絡をお願します。
３．会員増強を推進しています。推薦される方は事務局までお知らせください。
４．ホームページでは、カラーの会報、写真、過去の記念誌、会報などがご覧いただけます。

どうぞご利用ください。アドレスは URL http://www.marukoo.com/as/



釧路あすなろクラブ
１２月例会のご案内

早い物で師走の声を聞く季節となりました。１２月は忘年例会です。
今年一年を振り返りつつ、食べて飲んで会員相互の親睦を深めましょう！

（ミニゲーム[景品付き！]も用意してます。)

・・・・・１２月例会・・・・・
■例会内容■ 『 忘 年 例 会 』

■開催場所■ 釧路キャッスルホテル

■日 時■ 平成２２年１２月４日（土曜日）

午後６時３０分より

出欠連絡■ 締め切り １１月２９日（月曜日）必着

★出欠の有無に○を付け、各部会長さんへＦＡＸお願いします。
------------------------------------------------------------------------

氏 名

例会 出席 ・ 欠席

■各部会長のＦＡＸ番号■

一部会 畠山智彦 ９１－９５４９ 二部会 結城 太 ４２－３２３５

三部会 高木俊一 ４４－６１４７ 四部会 坂本裕人 ３６－８７３１


